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保健室

学校保健統計調査によると、裸眼視力1.0未満の児童生徒の割合は、調査開始の昭和54年から一貫して増

加傾向となっています。最近は、スマホの普及や学校の授業へのICT導入などにより、中高生がタブレット

やパソコンなどを含めたデジタルデバイスを使用する機会や時間が増えています。日常生活に欠かせない便

利なものですが、長時間にわたって近い距離で画面を見る機会が増えると、近視の可能性が高まります。

あなたの視力はどうですか？
教室のどこからみても、楽に黒板の字

が見える視力はＢ以上といわれています。

そのＢより見えにくいＣとＤの人には眼

科受診をお勧めしています。

一度低下した視力はなかなか元には戻

りません。実際に視力が低下してはじめ

てその不便さに気がついたという人も多いのではないでしょう

か。目を守るためにどうすればよいのか考えてみましょう。

（農林生の眼鏡・コンタクト利用率49.2％） ＊生活視力で測定（眼鏡・コンタクト使用もあり）
＊左右の視力が異なる場合は視力の低い方で記入
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農林生の視力検査結果
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A:1.0 以上
B:0.9~0.7
C:0.7~0.3
D:0.3 以下


